
相差海女文化運営協議会相差海女文化運営協議会

●地元の海女が信仰する神明
神社「石神さん」や海女と
触れ合うことができる「海
女小屋相差かまど」、海女
について知る「海女文化資
料館」、地域の特産品の販
売施設等の整備や、海の信
仰を知り体験する散策コー
スを、商工会議所と協働し
て設定し、次世代へ継承す
べき海女漁という地域文化
をフル活用

●施設の従業員等、運営は海
女をはじめすべて女性

概要

●地域固有の文化である海女
に特化した事業の継続的な
取組により、テレビ、雑誌
等マスコミ関係者の取材が
増え発信力が向上

●ミシュランの旅行ガイドで
１つ星獲得など、外国人の
高い評価

●海女の漁が行われないとき
など海女の雇用・所得向上
の場となり、海女減少率の
鈍化に寄与。協議会として
も６千万円超の売上げ

日本一海女が多いまち 鳥羽相差

海女文化を世界へ発信！

成果

おうさつ あま

女性の活躍 伝統・継承

三重県 鳥羽市

観光

海女と触れ合う体験施設 海女が信仰する「石神さん」

海女小屋相差かまど



せせらぎの郷せせらぎの郷

●琵琶湖の湖魚が水路を通じ
て田んぼで産卵・生育し、
琵琶湖に戻っていくという
田園環境を取り戻すため、
減農薬、無化学肥料による
米作りを実施。また、６次
産業化の取組として日本酒
を販売

●都市住民の農作業体験、田
んぼの稚魚の観察会、地元
住民と都市住民の交流会を
開催

●こうした取組に関心のある
地域、人とのネットワーク
を構築

概要

●都市住民との交流を通して、
地域住民の自然環境に対す
る意識が向上

●無農薬・無化学肥料栽培な
ど新たな取組にチャレンジ
するなど、環境と経済への
発展を視野に入れた活動が
展開

●2016年にメキシコで開催
予定のCOP13に参加して、
活動をPR予定

ネットワーク

生きものと人が共存できる農業を目指して

成果

さ と

自然・景観
農林漁業
体験

滋賀県 野洲市

環境に配慮した米からの酒造り

田んぼの稚魚の観察会 稲刈り体験



株式会社 早和果樹園株式会社 早和果樹園

●高品質の有田みかん生産に取
り組むほか、みかんジュース、
ジャム、ポン酢など有田みか
んに特化した商品開発を推進。
生産にはＩＣＴ農業システム
を導入し栽培技術の「見える
化」を進め、農作業の効率化
を推進

●各種商談会や百貨店等での販
売や海外への輸出など、販売
促進と消費者のニーズを把握。
消費者との交流事業も実施

●農作業や加工などシニア女性
の活躍の場である子会社を設
立

概要

●地元のみかん農家約250戸
と契約し、高付加価値の加
工品の販売により、加工原
料みかんを市価よりも高く
買取り。また、売上げも
1.5倍に増加（H25-26）

●常時50人を雇用するとと
もに、さらに臨時で50人雇
用するなど中山間地域にお
ける雇用の創出

●交流事業により、有田みか
んファンの定着が促進

有田みかんの６次産業化による地域活性化

成果

そ う わ

女性の活躍６次産業化

和歌山県 有田市

輸出

有田みかんの加工商品

商談会での試飲

シニア女性の加工作業



農業法人 株式会社 秋津野農業法人 株式会社 秋津野

●地域住民489名が出資し、
廃校を活用したグリーン
ツーリズムを実施する法人
を設立

●木造校舎を利用して、農家
レストランや宿泊事業のほ
か、農業体験、みかんの
オーナー制度、市民農園な
どの交流事業を展開

概要

●農家レストランをはじめと
した交流事業による年間交
流人口は約６万人。法人運
営により、35名の雇用が創
出

●和歌山大学の調査研究によ
ると、田辺市周辺に年間10
億円の経済効果

●地域資源である旧小学校の
木造校舎を残したことが
489名の出資を呼び込み、
10年先を考える地域づくり
を活性化

都市と農村の交流施設 秋津野ガルテン

（廃校舎を活用した施設で日本型グリーン・ツーリズムの推進）

成果

あ き ずの

「食」の
提供・活用

農林漁業
体験

和歌山県 田辺市

観光

秋津野ガルテン外観（旧小学校）

農家レストラン

市民農園でサツマイモ植付け



美又湯気の里づくり委員会美又湯気の里づくり委員会

●地域全戸を対象としたワー
クショップ等で地域の埋も
れた宝である「黒食材」と
「美又温泉」に着目し、
「地域まるごと６次産業
化」に向けた取組を展開

●１次産業として「黒米」、
「黒大豆」を栽培し、２次
産業としてＮＰＯ法人を起
業して黒米や黒大豆の全量
買取による黒米焼酎や黒豆
豆腐の加工を行い、３次産
業として美肌効果のある
「黒食材」と美肌の湯「美
又温泉」とを組み合わせた
ブランド化を推進

概要

●条件不利地域において、高
付加価値型農業を実践（従
来の作物と比べて、黒米、
黒大豆の栽培により所得が
３倍に向上）

●地域の宝（食材、温泉、景
観、人、伝統芸能）を紡い
だ「地域まるごと６次産業
化」による地域再生の取組
は、地域の誰もがかかわり、
所得向上等の効果を実感す
ることで地域のまちづくり
の機運向上

美肌の湯が紡ぎ育む「地域まるごと６次産業化」

成果

び ま た ゆ げ

６次産業化

島根県 浜田市

観光 ネットワーク

黒大豆豆腐と黒米焼酎

皆で取り組む「地域まるごと６次産業化」



北庄中央棚田天然米生産組合北庄中央棚田天然米生産組合

●県補助事業終了後も棚田保
全を進めるため、本組合を
設立。地元小学校と連携し、
田植・稲刈作業を体験する
「田んぼの学校」を実施

●棚田撮影の写真家はじめ都
市住民が参加する「棚田支
援隊」を発足し、地域住民
と協働で、棚田の荒廃地発
生抑制を目的に天日干しコ
シヒカリの栽培等を実施

●棚田米をブランド米として
関西・関東の米問屋に販路
を開拓

概要

●地元小学校では、農を通じ
て地域文化や遺構を活用し
た他の学校にない総合学習
として取り組まれ、情操教
育に寄与

●荒廃地発生が抑制され、都
市住民と田舎との交流が進
展

●棚田米が安定した優位な価
格で販売でき、モチベー
ション向上

都市との交流で「苦農」から「楽農」へ

成果

きたし ょ う

学校・企業伝統・継承自然・景観

岡山県 久米南町

田んぼの学校（児童が田植え）

田植え体験

田んぼの学校（ため池の仕組み）



社会福祉法人 E.G.F社会福祉法人 E.G.F

●メロン、イチゴ、野菜の苗
作りから収穫、加工まで、
障害者の能力に応じ各工程
に障害者が関わり事業を展
開

●12粒2,500円で販売する有
機栽培イチゴ、高い需要の
国産手剥き栗など、下請け
的な作業ではなく「本物づ
くり」を目指し、営業に力
を入れて、農作物、加工品
を販売

●品質が確保されたものだけ
を農産物として販売。他は
加工品として販売

概要

●雇用が確保され、安定した
給与の下で農業に従事でき
ることから、市外・県外か
らの就職希望があり、移住
者が増加

●圃場での障害者の活動を見
た地域住民や農地所有者か
ら、農地の管理依頼が増加

●自然豊かな環境で農業に取
り組むことで、精神的にも
障害者の安定に寄与し、障
害程度区分の改善に効果

医療・福祉

障害者が力をあわせ未来の農業を支える

成果

いー じー えふ

定住・移住６次産業化

山口県 萩市

オリジナルの箱で全国発送障害者による玉ねぎ生産

障害の特性を生かした農業



特定非営利活動法人 美郷宝さがし探検隊特定非営利活動法人 美郷宝さがし探検隊

●大学機関と連携し、住民だ
けで保存が難しくなった石
積みの保全体制を構築。地
元住民を講師に、学生に石
積み技術の習得・継承や能
郷体験を実施

●天然記念物に指定されてい
るホタルの生息環境づくり
や、「ほたるまつり」を地
元の各団体と協力して開催

●「梅酒特区」認定を受け、
酒蔵及び農家民宿と連携し、
試飲・購入ができる「体験
型ラリーイベント」を開催

概要

●活動の結果、過疎高齢化で
衰退の途を懸念していた地
域に年間８万人の観光客が
訪問

●梅酒特区の認定により、Ｕ
ターン、Ｉターンによる梅
酒の製造者が増加。地域お
こし協力隊の移住者も村内
5人目の梅酒製造者に

●農家民宿の開業や６次産業
化を手がける農園、地元商
工会の農山村体験交流イベ
ントの開催など、地域に波
及効果

「キレイのさと」 美郷の宝の守り人

成果

み さ と

伝統・継承自然・景観
「食」の
提供・活用

徳島県 吉野川市

学生に「石積み教室」

ホタルの保全、自然学習

「美郷梅酒まつり」に沸く農家民宿



農事組合法人 たどつオリーブ生産組合農事組合法人 たどつオリーブ生産組合

●ブドウ産地で、農業者の高
齢化・後継者不足の進行等
により増加した耕作放棄地
を利用し、県花・県木であ
るオリーブを栽培

●町内企業と連携し、地場産
オリーブを「蒼のダイヤ」
というブランドで製品化し、
県内や首都圏にて販売

●馴染みのなかった町民への
普及を図るため、オリーブ
の佃煮など新商品を開発し、
学校給食やイベントを利用
した普及活動を実施

概要

●ブドウと比べ手間がかから
ず収益性が見込めることや、
ブドウとの作業競合が少な
いことが普及するにつれて、
耕作放棄地再生・オリーブ
植栽の機運が高まり、結実
開始（H24）の100kgのオ
リーブ収穫から、1,500kg
（H26）、27年には
7,200kgの収穫を見込む

●オリーブの共同加工やイベ
ント開催により、消費者や
飲食店、企業など異業種と
のつながりが新たに構築。
国際オリーブオイルコンテ
ストで金賞を受賞

耕作放棄地
再生

瀬戸内の小さな町で創った「蒼のダイヤ」

成果

６次産業化

香川県 多度津町

あお

地産地消

統一ブランド「蒼のダイヤ」 オリーブを植樹した再生農地

かがわ農業フェアでＰＲ



小岱山薬草の会小岱山薬草の会

●地域内に昔から自生する薬
草の知識や料理法について、
大学薬学部と連携して、地
元住民、小中高生を対象に、
広報紙やイベント、料理教
室、出前勉強会で普及啓発

●高齢者コミュニティビジネ
ス支援のため、公園内の薬
草花壇づくりや、荒廃した
農園を薬草農園に変え薬草
茶と薬草足湯をつくる事業
を支援

●薬草活用を希望する県内外
の団体に対し、研修の受入
れを実施

概要

●継続的な普及活動により、
地元住民に薬草知識を持つ
者が増加

●イベントへの積極的な参加
によりマスコミに取り上げ
られることが多くなり、薬
草の町として認知度が向上

●県外からも研修の申込があ
るなど、取組が全国的に波
及

薬草食べて元気な町に

成果

し ょ うだいさん

ボランティア研修
「食」の
提供・活用

熊本県 玉名市

地元中学校への出前薬草料理教室

薬草花壇の整備

薬草観察講演会



社会福祉法人 白鳩会社会福祉法人 白鳩会

●障害者が安心して働き暮ら
せる場をつくるため、農事
組合法人を設立し、農業を
企業化（障害者に高い給与
水準を確保）

●農場内で牛糞等を作物肥料
に使用する循環型農法を実
践し、茶製造、ハム・ソー
セージなどの食品加工を行
い、統一ブランド名「花の
木農場」で販売

●鹿児島市内にアンテナ
ショップを開設し、ジェ
ラート等の製造・販売とと
もに、消費者に直結する商
品開発を促進

概要

●農場経営の規模拡大・安定
化で、県内はもとより県外
からの就職希望者が増加

●女性が働きやすい職場環境
づくりが促進

●イベントの開催など食品の
販売を通じて、県内外の
人々と交流促進

農福連携で過疎化になやむ地域おこしを！

成果

しらはとかい

女性の活躍６次産業化

鹿児島県 南大隅町

医療・福祉

ソーセージの結束作業

花の木農場での茶生産
（東京ドーム20倍の面積）

アンテナショップ



やんばる畑人プロジェクトやんばる畑人プロジェクト

●地域の農家20名がレストラン、
宿泊施設、加工企業等42店舗
と連携し、農産物からスパイ
スまで全て地元やんばる産で
おもてなし

●農家と飲食店の連携により、
地元保育園児に対し「植え付
け、収穫、調理、食べる」ま
での工程を実体験

●規格外の食材を利用した付加
価値の高い商品の開発。また、
マルシェや地域の食材を中心
としたフードメニューで、地
域資源の素晴らしさを実感し
てもらうフードフェスを開催

概要

●新聞やＴＶの取材が多くな
り、取組や地域資源を全国
に発信

●大手コンビニエンスストア
の弁当に食材が採用される
とともに、首都圏の百貨店
の沖縄展のメインブースを
担当

●フードフェスの売上げは、
1.5倍に（H25-26）

「やんばるは美味しい！」を全国へ！

成果

はるさ ー

農商工連携６次産業化
「食」の
提供・活用

沖縄県 名護市

やんばるスパイス

春の香祭名護漁協と連携

やんばる畑人プロジェクトによるフードフェス
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